
 

佐野市高齢者保健福祉計画・第９期介護保険事業計画 

を策定しました 

計画期間：令和６（2024）年度から令和８（2026）年度 

 

計画の基本理念 

総合計画及び地域福祉計画の理念を踏襲するとともに、第８期の計画の基本理念を継承し、『健やかで元気に暮

らせるまちづくり』とします。 

高齢者が尊厳を保ちながら健康づくりや生きがいづくりなど多様な社会参加を果たし、必要とするサービスを

受けながら、できるだけ住み慣れた地域で生活することができる、住みよいまちの実現を目指します。 
 

高齢者を取り巻く現状 

今後も高齢化が進み、令和８年（2026 年）には高

齢化率は 32.5％、要支援・要介護認定者数は 6,804

人、介護サービス給付費は約 102 億円となる見込み

です。 

一方で、要介護（支援）認定率は、前回の第８期当

初では 18.2％でしたが、大きな伸びはなく、ほぼ横

ばいで推移しています。 

要介護認定者数や給付の推計をもとに、第９期期

間の保険料の基準額（月額）を、6,235 円と算定しま

した。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第９期期間中の保険料 

第９期の保険料は介護給付費準備基金を活用し、保険料の上昇を抑え、基準額6,235円（月額）に設定しました。

基準額をもとに所得等に応じて13段階の保険料となります。 
 

所得段階 対象となる方 
年額保険料 

（ ）内は月額 

第１段階 
生活保護者、世帯全員が住民税非課税で老齢福祉年金受給者、世帯全員が住民税非課税で
前年の合計所得金額と課税年金収入額の合計が 80 万円以下の者 

21,300 円 

第２段階 
世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額と課税年金収入額の合計が 80 万円を超
えて 120 万円以下の者 

36,200 円 

第３段階 
世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額と課税年金収入額の合計が 120 万円を超
える者 

48,600 円 

第４段階 
本人は住民税非課税だが、世帯内に住民税課税の者がいて、前年の合計所得金額と課税年
金収入額の合計が 80 万円以下の者 

67,300 円 

第５段階 【保険料基準額】 
本人は住民税非課税だが、世帯内に住民税課税の者がいて、前年の合
計所得金額と課税年金収入額の合計が 80 万円を超える者 

74,800 円 

（6,235 円） 

第６段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 120 万円未満の者 93,500 円 

第７段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 120 万円以上 210 万円未満の者 101,000 円 

第８段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 210 万円以上 320 万円未満の者 123,400 円 

第９段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 320 万円以上 370 万円未満の者 134,600 円 

第10段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 370 万円以上 500 万円未満の者 142,100 円 

第11段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 500 万円以上 700 万円未満の者 157,100 円 

第12段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 700 万円以上 1,000 万円未満の者 179,500 円 

第13段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が 1,000 万円以上の者 194,500 円 
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本市が目指す地域包括ケアシステム 

高齢者が、それぞれの責任と努力によって自立生活の維持を図りつつ、家族や地域の相互の助け合いや交流を

行い、必要に応じて介護、医療、予防、生活支援といった支援・サービスを利用して、住み慣れた地域で生活を

営むことができる地域共生社会の形成を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域包括支援センター 

市民にとっての身近な相談窓口であると同時に、地域包括ケアシステムの中核的な機関として、地域の関係機

関やケアマネジャー等との連携を強化し、高齢者の生活を総合的に支援する体制づくりに努めます。 
 

地域包括支援センター 担当日常生活圏域 

さの社協（佐野市総合福祉センター内） 大橋町3212-27 ☎ 22-8129 佐野・犬伏 

佐野市医師会（佐野医師会病院内） 植上町1677  ☎ 20-2011 植野・界・吾妻 

佐野厚生(佐野厚生総合病院内) 堀米町1728  ☎ 27-0100 堀米・旗川・赤見 

佐野市民病院（佐野市民病院内） 田沼町1832-1  ☎ 62-8281 
田沼・田沼南部・栃本・田沼北部 

戸奈良・三好・野上・新合・飛駒 

くずう（葛生あくと保健センター内） あくと町3084  ☎ 84-3111 葛生・常盤・氷室 

 

施設整備 

地域における事業所ごとの設置状況を踏まえ、 

バランスを勘案し、整備を目指します。 
 

施設名 
令和８（2026）年度末 

整備見込量 

地域密着型特別養護老人ホーム 174床 

混合型特定施設 445床 
 

佐 野 市 

地域ケア推進会議 

認知症初期集中支援チーム検討委員会 

支
援 

地域包括支援センター運営協議会 

報
告 

課題の共有 

検討 

連携 

支
援 

地域ケア会議（圏域） 

地域ケア会議（個別） 

市民の身近な相談窓口であると 

同時に地域包括ケアシステムの 

中核的な機関 

生活支援（地域づくり） 

・訪問型サービス 

・通所型サービス 

・見守り等サービス 

介護予防（健康づくり） 

・介護予防教室 

・住民主体の通いの場 

・ふれあいサロン、シニアクラブ 

一体的提供 

訪問看護事業所 

介護サービス事業所 
・ケアマネジャー 
・在宅系サービス 
・施設、居住系サービス 

医療・介護 

かかりつけ医・歯科医 

病院 

かかりつけ薬局 

第２層協議体 

第２層生活支援コーディネーター 

（地区単位） 

機能強化型 

支援センター 

・認知症カフェ（楽風カフェ等） 

・チームオレンジ 

（認知症の人や家族を支援） 

・認知症サポーター（メイト） 

・  

・認知症地域支援推進員 

認知症対策 

地域包括支援センター 

連携 

連
携 

報
告 

支
援 

相
談 

支援 

市 民 
住まい 

第１層協議体 

第１層生活支援コーディネーター 

在宅医療介護連携推進協議会 

在宅医療・介護連携コーディネーター 

問合せ先 

いきいき高齢課 20-3021 

介 護 保 険 課 20-3022 


